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教教務務関関係係事事項項 Educational Affairs  （（博博士士前前期期課課程程  Master's Course）） 

 

１１．．履履修修案案内内  Registration of Class Subjects 

  

（１）博士前期課程修了要件について  Course Requirements 

博士前期課程の修了の要件は，同課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を

受けた上，自然科学研究科の行う学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。 
但し，特に優れた研究業績を上げた者については，同課程に１年以上の在学をもって修了することもできます。 

To complete the master's course, students must attend the course for more than 2 years, complete 30 or more credits and 
also receive the necessary research instruction. Then their dissertation must pass the final examination and screening of the 
evaluation committee. 

However, students who have accomplished considerable academic achievement might be conferred a master's degree with 
just one year of attendance. 

 
 
（２）授業科目の履修について  Subjects registration 

博士前期課程で開設している授業科目，単位数，担当教員は４５ページ以降に掲載のとおりです。 
博士前期課程の学生は，研究科規程・別表４（３５～３８ページに記載）に掲げる授業科目を，その履修方

法に従い，３０単位以上履修しなければなりません。 

The list of subjects opened, number of credits, and person in charge for the Master's course are explained on p45. 
Master's course students are required to obtain at least 30 credits as instructed in the Regulation of Graduate School on p35-38. 

 
 
（３）授業科目のシラバス・時間割について Syllabus 

博士前期課程で開設している授業科目の概要や授業計画等の詳細な内容は，本学ホームページに掲載してい

ます。各自，インターネットで確認してください。 
 

岡山大学ホームページ → 在学生・保護者の方 → シラバス 

Details of subjects offered for the Master's course (outline & syllabus) can be found on Okayama University's homepage. 
Please consult the syllabus on the web. 

URL: https://www.okayama-u.ac.jp/tp/student/syllabus_link.html 
 

博士前期課程時間割は，本研究科ホームページに掲載しています。 
 

自然科学研究科 → 在学生・保護者の方 → シラバス・博士前期課程時間割 

Details of class subjects offered for the Master's course (outline & syllabus) can be found on Graduate School of Natural 
Science and Technology's homepage.  

 
URL: https://www.gnst.okayama-u.ac.jp/ja/student/ 
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（４）履修登録について Course registration 

博士前期課程の学生は，履修を希望する科目については，学年又は学期の始めの指定された期間に，学務シ

ステムにより登録することが必要です。 

Course registration must be done using the Course Registration System during the fixed period at the beginning of fiscal 
year and new semester. 

 
（５）修得単位の認定 Accreditation 

各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により担当教員が行います。 
上記にかかわらず，特別研究及び演習の授業科目については，平素の成績により，単位の修得を認定するこ

とができるとされています。 

Instructors of each class accredit completion of credits through examinations or research reports. However, accreditation 
might be given through student's daily performance for special studies or practical work classes.  

 

（６）成績  Grades 

成績の評価は，A+，A，B，C，修了，認定及び F をもって表記し，A+，A，B，C，修了，認定を合格（単

位修得），F を不合格（単位未修得）としています。なお，履修登録をしたにもかかわらず，試験を受けていな

い等で成績評価の資料を欠く場合についても F（この場合は，０点扱い。）と表記します。 

評評価価基基準準  AA++（（110000～～9900点点）），，AA（（8899～～8800点点）），，BB（（7799～～7700点点）），，CC（（6699～～6600点点）），，FF（（5599点点以以下下））  

なお，成績確認については，担当窓口の掲示等に従い，各自インターネットで確認してください。 

Grade evaluations are described as "A+", "A", "B", "C", "Completed", "Approved" and "F". 
Among these, "A+", "A", "B", "C", "Completed", "Approved" are passing marks (credits granted) and "F" is a failing mark 

(credit not granted). In the case in which the student registered for the course but did not take the final test, the result will be 
an insufficient evaluation. The student's grade will be recorded as "F" (in this case, the grade point is 0.) 

Evaluation is based on your score as follows:  
A+: 100-90 points，，A: 89-80 points，，B: 79-70 points，，C: 69-60 points，，F: 59 points or below.  
Please check your own results on the internet. 

 

（７）他大学の大学院の授業科目の履修について Transfer of credits 

博士前期課程の学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の授業科目の履修を希望するときは，所

定の様式により指導教員の承認を受けて，研究科長に願い出て，許可を得なければなりません。 
なお，履修した単位は，１５単位を限度として修了に必要な単位として認定することができます。 

Students who wish to transfer credits from other universities (including foreign graduate schools) must first obtain approval 
from respective supervisors, followed by that of the Dean of the Graduate School. 

Transfer of credits is limited to 15 credits out of all credits required for graduation. 
 
（８）他大学の大学院等での研究指導の派遣について 

 Attending course off-campus (Dispatch to other graduate school) 

博士前期課程の学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）又は研究所等において研究指導を受けよ

うとするときは，所定の様式により指導教員の承認を受けて，研究科長に願い出て，許可を得なければなりま

せん。派遣期間は１年以内です。 

Students who belong to the Master's course must obtain approval from a supervisor to get permission from the Dean   of 
the Graduate School when they intend to receive research instruction at other universities (including foreign graduate   
schools) or at research institutions. The dispatch period is limited to 1 year. 
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２２．．教教育育研研究究分分野野のの内内容容　　Fields of Study

１１．．数数理理物物理理科科学学専専攻攻

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

可換環論 寺井　直樹　教授

表現論特論 石川　雅雄　教授

数理論理学 田中　克己　教授

カテゴリーと表現 鈴木　武史　准教授

代数幾何学特論 伊藤　　敦　准教授

数論特論 石川　佳弘　助教

多様体特論 近藤　　慶　教授

横断正則性と交点数 秦泉寺　雅夫 教授

ホモトピー論特論 鳥居　　猛　教授

位相幾何学 門田　直之　准教授

偏微分方程式特論 谷口　雅治  教授

実解析学特論 大下  承民  教授

応用解析学特論 上原　崇人　准教授

関数解析学特論 田口　　大　准教授

放射光物性学,放射光科学実習 野上　由夫　教授

量子物質物性学 近藤　隆祐　准教授

放射光物性学，放射光科学実習 池田　　直　教授

量子物質物性学 神戸　高志　准教授

極限物質物理学 小林　達生　教授

極限物質物理学 荒木　新吾　准教授

極限物質物理学 秋葉　和人　助教

超伝導物理学 鄭　　国慶  教授

超伝導物理学 川崎　慎司　准教授

超伝導物理学 俣野　和明　助教

笠原　　成　教授

木原　　工　准教授

放射光物性学，放射光科学実習 横谷　尚睦　教授

放射光物性学，放射光科学実習 村岡　祐治　准教授

量子磁性物理学 小林　夏野　准教授

物質科学基礎論II 岡田　耕三　教授

物質科学基礎論II 西山　由弘　助教

物質科学基礎論I 市岡　優典　教授

物質科学基礎論I 安立　裕人　准教授

凝縮系物理学 JESCHKE Harald Olaf 特別契約職員教授（特任）

凝縮系物理学 大槻　純也　准教授

量子光学基礎論 吉村　浩司　教授

量子光学基礎論 吉見　彰洋　准教授

量子宇宙基礎物理学
原子・分子・光科学の手法を応用した，現宇宙の物
質・反物質非平衡の起源探索や，標準模型を超える
素粒子像の探求に関する実験的研究

量子光学基礎論 植竹　　智　准教授

宇宙物理学
宇宙マイクロ波背景放射観測による宇宙の起源の研
究，超伝導技術を用いた新規な宇宙・素粒子実験の
研究

素粒子・宇宙基礎論, 宇宙物理学  
石野　宏和　教授
STEVER Samantha Lynn WTT助教

素粒子物理学
素粒子ニュートリノの実験的研究による物質の構
造・宇宙の歴史の解明

高エネルギー物理学 小汐　由介　准教授

量子磁性物理学

極限量子物理学
量子光学・原子物理学の先進技術を駆使したニュー
トリノ物理学を基軸とする宇宙・素粒子分野の実験
的研究

量子物性物理学
量子多体系で実現する非従来型超伝導や新奇電子状
態を対象とした凝縮系物理学実験に関する研究

界面電子物理学
表面・界面に特有な原子配列，化学結合状態及び物
性を実験的に解明

物性基礎物理学
物性理論，高エネルギー固体分光理論の開発，量子
スピン系の理論的研究

量子多体物理学
量子多体系における非従来型超伝導，スピン輸送，
磁性，計算物質科学，密度汎関数理論などの物性理
論研究

物質を構成する電子集団が示す新物性を解析し，物
質構造や量子相関を解明する実験的研究

極限環境物理学
極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な
磁性，超伝導に関する実験的研究

低温物性物理学
核磁気共鳴(NMR)法を用いた超伝導や電子相関，トポ
ロジカル量子現象などに関する研究

量子物質物性学 味野　道信　教授

機能電子物理学

講座

数
 
理
 
科
 
学
 
講
 
座

代数学
整数論，環論，表現論，代数幾何学，組合せ論，数
理論理学の教育，研究

幾何学
微分幾何学，多様体構造，数理物理学，位相幾何
学，位相的場の理論，位相空間論の教育，研究

解析学
微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計
学など解析学の視点からの数理物理に関わる諸問題
の教育，研究

物
理
科
学
講
座

量子構造物性学
強相関系物質や低次元物質が外場下で示す量子物性
と構造との相関に関する研究

量子物質物理学
物質の量子効果やスピン系の時空間での相関を，磁
性体における物性測定により研究
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２２．．分分子子科科学学専専攻攻

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

物性錯体化学，物質化学特論 鈴木　孝義　教授

超伝導物質化学，物質化学特論 久保園 芳博 教授

量子物性化学 後藤　秀徳　准教授

界面物性化学 江口　律子　講師

統計熱力学，分子化学特論 甲賀 研一郎 教授

液体論特論 墨　　智成　准教授

複雑系化学 松本　正和　准教授

合成化学特論，反応化学特論 門田　　功　教授

有機化学特論 髙村　浩由　准教授

有機金属触媒化学，反応化学特論 西原　康師　教授

有機材料化学特論 森　　裕樹　助教

有機合成化学特論 田中　健太　助教

分析化学特論，物質化学特論 金田　　隆　教授

レーザー化学特論 武安　伸幸　准教授

機能有機化学
有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と
機能性有機材料合成への応用に関する研究

天然及び類縁生理活性物質の合成に関する研究

講座

構造化学
分光法及び回折法による分子並びに固体の構造と
その物理的・化学的性質の解明

分光化学
不安定分子および複合分子の振動回転スペクトル
の研究

赤外分光化学，分子化学特論 唐　　　健　教授

反応有機化学
新規なπ系化合物の合成，光反応性並びに物性に
関する研究

反応有機化学特論 岡本　秀毅　准教授

理論物理化学
液体・溶液・界面の構造・相平衡・相転移に関す
る理論的研究

理論化学
凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算
機シミュレーションによる研究

有機化学

無機化学反応論 大久保 貴広 准教授

錯体化学
遷移金属及びランタノイドを含む金属錯体の合
成，構造，物性及び反応性に関する教育と研究

界面化学
二次元層状物質を基礎とした新規な超伝導物質な
らびに電子デバイスの開拓に関する研究

無機化学
機能性無機化合物の合成（開発），構造，性質，
反応性の研究

分析化学
物質の動的挙動，自然界･新規材料における微量
物質の化学的挙動解明のための分析化学研究

有機合成化学
天然ヘテロ環化合物及び類縁体の合成に関する研
究

天然へテロ環化学，反応化学特論

後藤　和馬　准教授固体物性化学

山方　啓　教授

篠田　渉　教授

物
質
基
礎
科
学
講
座

表面物理化学
固体表面における化学反応とエネルギー変換過程
の理解と制御に関する研究

理論計算化学
生体分子集合系やソフトマテリアルの理論及びシ
ミュレーションによる研究

表面物理化学特論，分子化学特論

理論計算化学特論，分子化学特論

花谷　　正　教授

ナノ化学
光機能性無機ナノ粒子の開発とその応用に関する
研究

ナノ物質化学 藤原　正澄　准教授
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３３．．生生物物科科学学専専攻攻

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

行動遺伝学 中越　英樹　教授

核酸動態科学 阿保　達彦　教授

生態遺伝学 三村 真紀子 准教授

植物電気生理学 中堀　　清　助教

生体高分子構造学 沈　　建仁　教授

タンパク質結晶学 菅　　倫寛　教授

タンパク質科学 秋田　総理　准教授

神経行動学 坂本　浩隆　准教授

システム神経科学 松井　鉄平　准教授

動物進化生物学 濱田　麻友子　准教授

神経遺伝学 吉井　大志　教授

海洋生物学特論 坂本　竜哉　教授

細胞応答学 竹内　　栄　教授

生体制御学 相澤　清香　准教授

海洋動物系統学特論 秋山　　貞　助教

比較内分泌学 御輿　真穂　助教

分子発生学 上田　　均　教授

植物発生機構学 高橋　　卓　教授

器官構築学 佐藤　　伸　准教授

植物細胞発生学 本瀬　宏康　准教授

講座

生
物
科
学
講
座

分子遺伝学
遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性及び細胞機能
分化における制御機構の研究

神経制御学
本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形
態，分子化学，及びネットワークの研究

環境および時間生物
学

多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態
学的及び時間生物学的研究

生体統御学
脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報
伝達及び生体機能制御機構の研究

発生機構学
動物，植物において未分化な細胞が機能を持った細胞
へと分化し，複雑な形態を有する多細胞生物へと発生
する機構の分子レベルでの研究

植物進化生態学
変動する環境への生物の適応進化および種分化に関す
る研究

構造生物学
膜タンパク質及びその複合体の構造形成機構，立体構
造と機能についての研究
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４４．．地地球球科科学学専専攻攻

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

地殻物質反応論 中村　大輔　准教授

マントル岩石学 野坂　俊夫　准教授

地震学 地震の発震機構や地下構造に関する地震学的研究 応用地震学 竹中　博士　教授

地震災害論 隈元　　崇　教授

情報地質学特論 山川　純次　助教

地球惑星内部物性論 浦川　　啓　教授

惑星内部物質学 寺﨑　英紀　教授

海洋環境学特論 井上　麻夕里　教授

宇宙地球化学 山下　勝行　准教授

気候変動論 野沢　　徹　教授

衛星リモートセンシング特論 道端　拓朗　准教授

惑星科学
地球型惑星の表層環境の形成と進化に関する理論、数値地球流体力学、観測による研
究

地球惑星進化論 はしもと じょーじ 教授

大気科学 大気圏におけるエネルギー・水・物質循環過程に関する気候システム科学的研究

講座

地
球
シ
ス
テ
ム
科
学
講
座

岩石学
岩石圏構成物質の性質・成因及び地殻の形成・発展過程に関する鉱物学的，岩石
学的研究

地球情報学 多次元地球情報データを用いた環境評価や地震予測に関する研究

地球惑星内部物理学 固体地球及び惑星の内部構造と進化に関する実験科学的研究

地球化学
隕石及び地球を構成する物質に含まれる元素の移動及び循環に関する無機・生物
地球化学的研究
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５５．．機機械械シシスステテムム工工学学専専攻攻

系
講
座

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

組織制御学 岡安　光博　教授

先端材料学 竹元　嘉利　准教授

固体力学 多田　直哉　教授

材料応用設計学 上森　　武　准教授

トライボ設計学 藤井　正浩  教授

表面工学 塩田　　忠　准教授

特殊精密加工論 岡田　　晃　教授

光応用加工学 岡本　康寛　准教授

高度創成デザイン，精密加工学特論 大橋　一仁　教授

生産システムデザイン特論 児玉　紘幸　講師

高速気体力学 河内　俊憲　教授

応用流体力学 鈴木　博貴　准教授

冷凍空調工学特論 堀部　明彦  教授

相変化界面工学 山田　　寛　講師

熱エネルギー変換工学 河原  伸幸　教授

熱流体工学 小橋　好充　准教授

知的システム計画論 西　　竜志　教授

環境放射線システム安全学 佐藤　治夫　准教授

システム管理学特論 有薗　育生　教授

オペレーションマネジメント 柳川　佳也  准教授

システム制御・最適化特論 平田 健太郎 教授

システム制御・最適化特論 中村　幸紀　講師

機能デバイス特論 神田　岳文　教授

アクチュエータシステム特論 脇元　修一　准教授

メカトロニクス特論 真下　智昭　教授

生体信号処理特論 芝軒　太郎　　准教授

村田  厚生  教授

生産知能学
生産活動に伴う各種不確実性のもとで，適正に意志決
定を行うための問題のモデリング並びにモデルの解法
に関する研究・教育

知能機械制御学
ロボットなど各種知能機械の効率的な設計・制御と応
用についての研究・教育

マンマシンインターフェース特論

伝熱工学
熱エネルギー貯蔵・輸送，新冷凍空調システムに関す
る基礎・応用研究と教育

動力熱工学
熱機関の燃焼現象，熱効率，環境適合化に関する総合
的研究

機械設計学
機械装置・要素の強さ・機能設計及びこれらの高性能
化と評価に関する研究･教育

特殊加工学
新しい加工原理に基づく，精密微細加工技術の開発を
行うための研究と教育

構造材料学
材料の構造，物性，機能，評価並びに組織制御の研究
と教育

応用固体力学
固体力学の基礎と応用，固体材料の変形及び損傷に関
する実験及び解析

流体力学
流れと渦構造，流体エネルギ－の効率的利用，ミクロ
な流れ，高速気流，飛行体まわりの流れ等に関する教
育・研究

機械加工学
機械加工技術の高能率化・高精度化・高品質化・知的
自動化・環境低減化の教育・研究

機
 
 
械
 
 
系

先
端
機
械
学
講
座

松野　隆幸　教授ロボット動力学解析

シ
 
ス
 
テ
 
ム
 
系

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
学
講
座

知的システム計画学
大規模システムのモデル化，解析, および最適かつ安
全な運用のための知的システム計画に関する基礎理論
と工学応用についての研究・教育

適応学習システム制
御学

適応学習機能を有する知的制御システム設計に関する
研究・教育

知能システム組織学
生産システムの改善や人に優しいものづくりのため
に，認知工学，人間工学からアプローチするための総
合的研究・教育

システム構成学
アクチュエータやセンサ等機能デバイスと，そのシス
テム応用についての研究・教育

メカトロニクスシス
テム学

メカトロニクスの要素技術およびシステムの設計，そ
の計測と制御手法に関する研究・教育
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６６．．電電子子情情報報シシスステテムム工工学学専専攻攻

系
講
座

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

応用超電導基礎 金　　錫範　教授

応用電磁気学特論 植田　浩史　准教授

半導体電力変換工学 平木　英治　教授

電力回路設計論 梅谷　和弘　准教授

ナノ物性特論 林　　靖彦　教授

電子材料学特論 山下　善文　准教授

光エレクトロニクス特論 深野　秀樹　教授

応用電磁波デバイス特論 藤森　和博　准教授

オペレーティングシステム構成論,ソフトウェア開発法１・２ 山内　利宏　教授

プロセッサ工学特論 渡邊　　実　教授

プログラミング方法論,ソフトウェア開発法１・２ 乃村　能成　准教授

画像情報処理論 諸岡　健一　教授

メディア情報処理論 竹内　孔一　准教授

情報検索論 太田  　学　教授

ソフトウェア開発法１・２ 後藤　佑介　准教授

数理計画特論 高橋　規一　教授

定量的ソフトウェア開発管理 門田　暁人　教授

上級線形代数 ユジャイ ゼイネップ　准教授

モバイル通信工学 上原　一浩　教授

スペクトラム拡散通信特論 冨里　　繁　准教授

システムセキュリティ最適化論 舩曵　信生　教授

コンテンツ保護特論 栗林　　稔　准教授

数理暗号論，システムセキュリティ最適化論 野上　保之　教授

誤り制御論 日下  卓也　准教授

計算機アーキテクチャ特論 籠谷　裕人　准教授

モバイル通信学
移動通信のシステム構成技術，無線リンク設計法に関
する研究

髙橋　明子　准教授
電力エネルギーネッ
トワーク工学

分散システム構成学
分散システムの構成技術およびアプリケーションに関
する研究

再生可能エネルギーを用いた電力システムの制御と運
用に関する研究

電力エネルギーシステム特論

光・電子回路デバイスとシステムの電磁的性質を考慮
した設計法と制御法

環境電磁工学特論

ネットワーク
システム学

コンピュータネットワークシステムの設計技術と制御
技術に関する研究

ネットワーク設計特論

情報セキュリティ工
学

コンピュータおよびネットワークのセキュリティ技術
に関する研究

光電磁波工学

マルチメディア無線
方式学

マルチメディア無線通信方式実現のための信号伝送技
術に関する研究

ディジタル無線通信技術論

福島　行信　准教授

豊田　啓孝　教授

田野　　哲　教授

計
算
機
科
学
講
座

知能設計工学
ウェブ情報検索，ウェブマイニング，電子図書館，及
びストリーム配信や知能応用

知能ソフトウェア基
礎学

知能計算の基礎理論と応用，数理情報学，ソフトウェ
ア工学

計算機工学
計算機の基盤となるハードウェアとソフトウェアの技
術

パターン情報学
パターン認識・理解に関する基礎理論及び，視覚情報
処理・言語情報処理

通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
系

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
学
講
座

マルチスケールデバ
イス設計学

電子・原子からマクロな電磁・音響特性までの多階層
解析手法による新機能デバイスの設計

電
 
気
 
電
 
子
 
系

電
気
電
子
機
能
開
発
学
講
座

超電導応用工学
最新の超電導材料技術と超電導工学を活用した応用超
電導に関する研究

電力変換システム工
学

パワーエレクトロニクス・電磁界解析を応用した電力
変換システムの研究

電動機システム工学 電動機の高性能化と電動機制御に関する研究

電子制御工学
組込み系・電子制御系の高機能化と省エネ設計，通信
遅延等の分布定数要素を含む物理系のモデリングと制
御に関する研究

波動回路学

情
 
 
報
 
 
系

電子デバイス特論

電動機制御工学

制御工学論

竹本　真紹　教授

今井　　純　准教授

電磁波工学特論 佐薙　　稔　准教授

鶴田　健二　教授

マイクロ波・ミリ波回路及びアンテナの解析・構成と
その応用

光電子・波動工学
フォトニクスデバイス及び高周波波動利用デバイスの
研究と応用

ナノデバイス・材料
物性学

太陽電池などエネルギー分野・ナノテクノロジーに応
用するためのナノ材料やナノデバイスの創成と，新た
な材料物性の発現・制御に関する研究
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７７．．応応用用化化学学専専攻攻

系
講
座

教育研究分野名 教育研究分野の内容 授 業 科 目 名 担 当 教 員

固体化学 藤井　達生　教授

機能無機材料学 狩野　　旬　准教授

先端材料プロセス化学 高橋　勝國　助教

セラミックス化学 岸本　　昭　教授

エネルギー材料 寺西　貴志　准教授

先端材料プロセス化学 近藤　真矢　助教

材料プロセス工学１，材料プロセス工学２ 小野　　努　教授

先端材料プロセス化学 渡邉　貴一　助教

粒子・流体工学 後藤　邦彰　教授

熱エネルギーシステム工学 中曽　浩一　准教授

先端材料プロセス化学 三野　泰志　助教

生物化学工学 今村　維克　教授

生物界面制御工学 石田　尚之　准教授

先端材料プロセス化学 今中　洋行　助教

合成プロセス化学 菅　　誠治　教授

合成有機材料 光藤　耕一　准教授

先端合成化学 佐藤　英祐　助教

有機遷移金属化学 三浦　智也　教授

先端合成化学 山崎  　賢  助教

生体関連有機化学 依馬　　正　教授

反応有機化学 髙石　和人　准教授

先端合成化学 前田　千尋　助教

生物有機化学 坂倉　　彰　教授

生物活性分子化学 溝口　玄樹　准教授

機能性高分子化学１，機能性高分子化学２ 内田　哲也　准教授

高分子材料学 沖原　　巧  講師

合成プロセス化学
活性種化学，触媒化学，マイクロ化学などを基盤とし
たプロセス合成に関する研究

有機金属化学
金属－炭素結合を有する有機金属錯体や有機金属試剤
を用いた高効率・高選択的な有機合成反応の開発に関
する研究

合成有機化学
協同的相互作用により卓越した分子認識・触媒・発光
機能を示す有機分子を創成する研究

生物有機化学
生物活性物質の全合成，有機触媒を利用した不斉合成
に関する研究

応
用
化
学
系

応
用
化
学
講
座

無機材料学
無機固体材料の合成と微細構造及び電子・スピン制御
を基礎とした高機能化と材料設計

無機物性化学
固体内界面（粒界）や固－液界面での物質やイオン，
電子の移動を制御した新機能の創製

界面プロセス工学
異相界面や相分離などあらゆる界面を分子レベルで制
御する方法論を構築してプロセス及びプロダクトをイ
ノベーションする研究

粒子・流体プロセス
工学

化学プロセス中での粒子状固体材料に関わる諸現象の
解明と，粒子・粉体特性評価法および熱移動現象に関
する研究

バイオプロセス工学
非生理的環境下におけるタンパク質の応用とそれに関
連する界面間，物質間相互作用に関する研究

仁科　勇太　准教授

ヘテロ原子化学
電子移動反応場の設計制御を基盤とする新規分子変換
法の開発に関する研究

分子構造解析学 黒星　　学　准教授

工業触媒化学
地球規模の課題解決へ向けた産業上の重要性が高い，
革新的な化学触媒法の研究・技術開発

工業触媒化学１，工業触媒化学２ 押木　俊之　講師

高分子材料学
高分子材料や複合材料の固体構造および形成原理の解
明，高機能材料の開発に関する研究

機能分子工学
有機小分子からナノカーボンや生体材料のような巨大
分子に至る様々なスケールの材料の構造を原子レベル
で制御し，物性評価や新規機能を開拓する研究

ナノ材料化学
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１

２

３

４

５

６

７ 研究科横断FlexBMDコース「知的財産論」について，修得した単位は修了要件に算入できる。

講講義義番番号号 授授業業科科目目 担担当当教教員員 単単位位 備備考考

411012 数理物理科学ゼミナール (数学系) 　 各教員 8

411013 数理物理科学特別研究 (数学系) 　 各教員 10

411039 可換環論 寺井　直樹　教授 2

411016 表現論特論 石川　雅雄　教授 2

411021 数理論理学 田中　克己　教授 2

411033 カテゴリーと表現 鈴木　武史　准教授 2

411044 代数幾何学特論 伊藤　　敦　准教授 2

411037 数論特論 石川　佳弘　助教 2

411042 多様体特論 近藤　　慶　教授 2

411043 横断正則性と交点数 秦泉寺　雅夫 教授 2

411034 ホモトピー論特論 鳥居　　猛　教授 2

411023 位相幾何学 門田　直之　准教授 2

411010 偏微分方程式特論 谷口　雅治　教授 2

411025 実解析学特論 大下　承民　教授 2

411040 関数解析学特論 田口　　大　准教授 2

411041 応用解析学特論 上原　崇人　准教授 2

基幹教育センター教員

基幹教育センター教員

419122 数理科学特別講義Ａ （2022年度開講せず） 1

419123 数理科学特別講義Ｂ （2022年度開講せず） 1

419124 数理科学特別講義Ｃ 石井　　卓　教授（非常勤講師） 1

419125 数理科学特別講義Ｄ 吉永　正彦　教授（非常勤講師） 1

419126 数理科学特別講義Ｅ 近藤　　慶　教授　他 1

3300

※すべての科目に関して，年度により開講しないことがある。開講状況は，毎年度時間割にて確認すること。

科学英語（理学系共通科目）から２単位以上を習得すること。この科目は２回まで重複履修可とし，修了要件に４単位まで算入できる。
ただし，科学英語は，本専攻の授業科目の扱いとはならない。

３３．．専専攻攻別別カカリリキキュュララムム　　Curriculum of Each Division

数理物理科学専攻（数学系）　Division of Mathematics and Physics "Mathematics"

概概 要要 ：： 数学の基本的な概念に慣れ親しみ，広い視野を持った人材を育成する。そのためセミナーの形での必修科目，講義形式の選択必修科目をバ
ランスよく配置している。
３つのコースを擁するが，これはあくまでも便宜的なものである。数学は有機的な学問体系であり，人為的な分野類別に惑わされることな
く，総体としての数学を学んでいって欲しい。

目目 的的 ：： 数学的思考は数学を真面目に学んだ者のみに与えられる特別な「技能」である。
これを身につけた研究者，教育者，社会人の育成を主な目的とする。

履履 修修 方方 法法 ：： 指導教員の指導により，３０単位以上を修得すること。

定められた必修科目（ゼミナ－ル８単位及び特別研究１０単位）のほか，選択したコースの選択必修科目４単位を含めて，本専攻の授業
科目８単位を修得すること。

前項のほか，他の研究科及び専攻の授業科目を選択科目として履修することができる。

指導教員が特に必要があると認めた者は，２年次配当の必修科目を他の授業科目で代えることができる。

上記に加え, 副専攻コース独自の授業科目について, ２単位を上限として修了要件に算入できる。

区区分分

必必修修科科目目
計１８単位を修得
すること。

選選
択択
必必
修修
科科
目目

代代数数学学
ココーースス

学生はいずれかの
コース群を選択
し，選んだコース
から４単位以上を
含む, 計８単位以
上を修得するこ
と。ただし, 科学
英語はこの中に含
めることはできな
い。

幾幾何何学学
ココーースス

解解析析学学
ココーースス

選選
択択
科科
目目

集集中中講講義義

ＡとＢを組とし，
また，ＣとＤを組
とし，それぞれを
開講とする。

修修了了要要件件　　単単位位数数

科科学学英英語語

410001 科学英語（理学系共通科目） 2
科学英語２単位以上
を習得すること。た
だし, 修了要件には
４単位までしか算入
されない。410002 科学英語（理学系共通科目） 2
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Division of Mathematics and Physics "Mathematics"

1
2

3
4
5

6
7

Subject
No. Subject Instructors Credits Remarks

411012 Seminars in Mathematics and Physics (Mathematics) Supervisor 8
411013 Advanced Study in Mathematics and Physics (Mathematics) Supervisor 10
411039 Commutative Ring Theory TERAI Naoki, Professor 2
411016 Representation Theory ISHIKAWA Masao, Professor 2
411021 Mathematical Logic TANAKA Katsumi, Professor 2
411033 Categories and Representations SUZUKI Takeshi, Associate Professor 2
411044 Topics in Algebraic Geometry ITO Atsushi, Associate Professor 2
411037 Arithmetic ISHIKAWA Yoshihiro, Assistant Professor 2
411042 Advanced Lecture on Manifolds KONDO Kei, Professor 2
411043 Transversality and Intersection Number JINZENJI Masao, Professor 2
411034 Homotopy Theory TORII Takeshi, Professor 2
411023 Topology MONDEN Naoyuki, Associate Professor 2
411010 Partial Differential Equations TANIGUCHI Masaharu, Professor 2
411025 Real Analysis OSHITA Yoshihito, Professor 2
411040 Advanced Course on Functional Analysis TAGUCHI Dai, Associate Professor　 2
411041 Advanced topics in applied analysis UEHARA Takato, Associate Professor 2

419122 Advanced Lecture on Mathematical Science A (This lecture is not offered in 2022) 1
419123 Advanced Lecture on Mathematical Science B (This lecture is not offered in 2022) 1
419124 Advanced Lecture on Mathematical Science C ISHII Taku, Professor 1
419125 Advanced Lecture on Mathematical Science D YOSHINAGA Masahiko, Professor 1
419126 Advanced Lecture on Mathematical Science E KONDO Kei, Professor etc 1

30
＊ Not all subjects are offered every year.  Refer to the class schedule published in April of each year.

Requirement for Graduation

410002 Academic English for Natural Science 2
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(Institute for Education and Student Services ）

Each subject is lectured
every other year.
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8 credits
(include 4 credits from a
selected course of sub-
discipline) are required.
Note that Academic
English is excluded from
this category.

Ge
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et
ry

Co
ur

se
An

aly
sis

Co
ur

se
Ac

ad
em

ic
En

gl
ish

410001 Academic English for Natural Science 2
2 credits are required
from Academic English.
Up to 4 credits from this
subject are recognized
as credits required for
graduation.

(Institute for Education and Student Services ）

2 credits from "Academic English for Natural Science(Science common subject)" are required.  This subject can be taken twice, and up to 4 credits from this subject are recognized as credits required
for graduation.  Note that this subject is not counted as special credits for this course.
In addition, a maximum of 2 credits from the subjects proper to the Minor Programs will be recognized as credits required for graduation.
Credits from the Cross-School Flex BMD Course “Introduction to Intellectual Property” will be recognized as credits required for graduation.

Course/Subject
Classification

Required
subjects 18 credits are required.

REGISTRATION
METHOD:

Students must take 30 or more credits under the guidance of academic supervisor.
Besides completing division's required subjects (Seminars in Mathematics and Physics [8credits] and Advanced Study in Mathematics and Physics [10credits]), students are required to complete
another 8 credits (include 4 or more credits from a selected course of sub-discipline) from one's own division.
In addition to item 2 mentioned above, taking subjects from other division as elective subject are permitted.
Other subjects can replace required subjects of 2nd year provided permission is obtained from academic supervisor.

OUTLINE: The aim of the department is to bring up students who are equipped with mathematical ideas and global views.  To this end, seminar-style compulsory and lecture-style electives are well-arranged.
Although there are three courses, this kind of division is always artificial. Mathematics is an organic system. Students are advised not to confused with the names of the courses, but to learn mathematics
as a whole.

PURPOSE: "Mathematical sense" is a particular skill presented only to those who study the subject seriously.  The aim of the department is to train students to be well-prepared researchers, teachers and office
workers.
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１

２

３

４

５

６

７ 研究科横断FlexBMDコース「知的財産論」について，修得した単位は修了要件に算入できる。

講講義義番番号号 授授業業科科目目 担担当当教教員員 単単位位 備備考考

412012 数理物理科学ゼミナール (物理学系) 横谷　尚睦　教授 4

吉見　彰洋　准教授

412022 数理物理科学ゼミナール (物理学系) 各教員 4

412023 数理物理科学特別研究 (物理学系) 各教員 10

419232 基礎科学概論（物理学系） 野上　由夫　教授 1

石野　宏和　教授

412037 素粒子・宇宙基礎論 石野　宏和　教授 2

412054 物質科学基礎論Ⅰ 市岡　優典　教授 2

安立　裕人　准教授

412055 物質科学基礎論Ⅱ 岡田　耕三　教授 2

西山　由弘　助教

412040 高エネルギー物理学 小汐　由介　准教授 2

412041 宇宙物理学 石野　宏和　教授，スティーバー　サマンサ　リン　WTT助教 2

412042 放射光物性学 横谷　尚睦　教授, 野上　由夫　教授 2

池田　　直　教授, 村岡　祐治　准教授

412044 超伝導物理学 鄭　　国慶　教授, 川崎　慎司　准教授 2

俣野　和明　助教

412045 量子磁性物理学 笠原　　成　教授，小林　夏野　准教授，木原　工　准教授 2

412020 極限物質物理学 小林　達生　教授, 荒木　新吾　准教授 2

秋葉　和人　助教

412030 量子物質物性学 味野　道信　教授, 神戸　高志　准教授 2

近藤　隆祐　准教授

412004 凝縮系物理学 ジェシュケ ハラルド オラフ 特別契約職員教授（特任） 2

大槻　純也　准教授

412053 量子光学基礎論 吉村　浩司　教授, 植竹　　智　准教授 2

吉見　彰洋　准教授

412052 放射光科学実習 横谷　尚睦　教授, 池田　　直　教授 2

野上　由夫　教授, 村岡　祐治　准教授

412047 先端基礎科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実習 植村　　誠　准教授（非常勤講師） 1

419228 物理科学特別講義Ⅰ 田嶋　尚也　教授（非常勤講師） 1

419229 物理科学特別講義Ⅱ 三部　　勉　教授（非常勤講師） 1

419230 物理科学特別講義Ⅲ （2022年度開講せず） 1

419231 物理科学特別講義Ⅳ （2022年度開講せず） 1

410001 科学英語（理学系共通科目） 基幹教育センター教員 2

410002 科学英語（理学系共通科目） 基幹教育センター教員 2

3300

※すべての科目に関して，年度により開講しないことがある。開講状況は，毎年度時間割にて確認すること。

選選

択択

科科

目目

修修了了要要件件　　単単位位数数

副専副専攻コース独自の授業科目について，修得した単位は修了要件に算入しない。

区区分分

必必修修科科目目

計１９単位を修得すること。

選選

択択

必必

修修

科科

目目 物物理理学学系系
ココーースス

学生は物理学系から
４単位以上を修得すること。

科学英語（理学系共通科目）は２回まで重複履修可とし，修了要件に４単位まで算入できる。ただし，科学英語は，本専攻の授業科目の扱いとはならない。

数理物理科学専攻（物理学系）　Division of Mathematics and Physics "Physics"

概概 要要 ：： 現代物理学の基本概念に習熟し，国際的視野とプレゼンテーション能力を持った人材を養成するために，必修科目と選択必修科目を配置している。
さらに，最先端の物理科学研究（リサーチワーク）を進めるために必要な物理学の体系を学び，論理的思考を磨いて様々な物理科学的な事象への探求を深めるために幅広く選択科
目を配置している。

目目 的的 ：： 人類は２０世紀に相対性理論，量子力学という偉大な基本原理を発見した。
２１世紀は社会経済の大きな変革とグローバルな科学技術競争の激化の中で，これらの基礎物理学を本格的に発展・応用させ，さらに新たな基礎原理を開拓する世紀である。
物理科学講座では，現代物理学に習熟し課題創出能力，課題探求能力を身に付けた，新しい科学技術を担う先端研究者，開発技術者を育成する。さらに次世代の科学技術の発展を
担う人材養成を担当する教育者を育成する。

履履 修修 方方 法法 ：： 指導教員の指導により，３０単位以上を修得すること。

定められた必修科目１９単位のほか，選択したコースからの４単位を含めて本専攻の授業科目８単位を選択必修すること。

前項のほか，他の研究科及び専攻の授業科目を選択科目として履修することができる。

指導教員が特に必要があると認めた者は，２年次配当の必修科目を他の授業科目で代えることができる。
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Division of Mathematics and Physics "Physics"

1
2

3
4
5

6
7

Subject No. Subject Instructors Credits Remarks

412012 Seminars in Mathematics and Physics (Physics) YOKOYA Takayoshi, Professor 4
YOSHIMI Akihiro, Associate Professor

412022 Seminars in Mathematics and Physics (Physics) Supervisor 4
412023 Advanced Study in Mathematics and Physics (Physics) Supervisor 10
419232 Introduction to Fundamental Science (Physics) NOGAMI Yoshio, Professor 1

ISHINO Hirokazu, Professor
412037 Fundamental Particle Physics and Cosmology ISHINO Hirokazu, Professor 2
412054 Materials Physics I ICHIOKA Masanori, Professor 2

ADACHI Hiroto, Associate Professor
412055 Materials Physics II OKADA Kozo, Professor 2

NISHIYAMA Yoshihiro, Assistant Professor
412040 High Energy Physics KOSHIO Yusuke, Associate Professor 2
412041 Experimental Astrophysics ISHINO Hirokazu, Professor / STEVER Samantha Lynn, WTT Assistant Professor 2
412042 Solid-state Synchrotron Spectroscopy YOKOYA Takayoshi, Professor / NOGAMI Yoshio, Professor 2

IKEDA Naoshi, Professor / MURAOKA Yuji, Associate Professor
412044 Superconductivity ZHENG Guo-Qing, Professor / KAWASAKI Shinji, Associate Professor 2

MATANO Kazuaki, Assistant Professor
412045 Quantum Magnetism of Matter KASAHARA Shigeru, Professor / KOBAYASHI Kaya, Associate Professor / KIHARA Takumi, Associate Professor 2
412020 Physics of Materials under Extreme Conditions KOBAYASHI Tatsuo, Professor / ARAKI Shingo, Associate Professor 2

AKIBA Kazuto, Assistant Professor
412030 Quantum Material Physics MINO Michinobu, Professor / KAMBE Takashi , Associate Professor 2

KONDO Ryusuke, Associate Professor

412004 Condensed-Matter Physics JESCHKE Harald Olaf, Special Contract Personnel Professor
     （Special　Appointment) 2

OTSUKI Junya, Associate Professor
412053 Quantum Optics YOSHIMURA Koji, Professor / UETAKE Satoshi, Associate Professor 2

YOSHIMI Akihiro, Associate Professor
412052 Synchrotron Material Science Course YOKOYA Takayoshi, Professor / IKEDA Naoshi, Professor 2

NOGAMI Yoshio, Professor / MURAOKA Yuji, Associate Professor
412047 Advanced Object-oriented Programming Course for Physics UEMURA Makoto, Associate  Professor 1
419228 Advanced Lecture on Physics I TAJIMA Naoya, Professor 1
419229 Advanced Lecture on Physics II MIBE Tsutomu, Professor 1
419230 Advanced Lecture on Physics III (This lecture is not offered  in 2022） 1
419231 Advanced Lecture on Physics IV (This lecture is not offered  in 2022） 1
410001 Academic English for Natural Science (Institute for Education and Student Services ） 2

410002 Academic English for Natural Science (Institute for Education and Student Services ） 2

30
＊ Not all subjects are offered every year.  Refer to the class schedule published in April of each year.

OUTLINE: The curriculum is composed of reqired subjects, elective required subjects and elective subjects. Through the required subjects and elective required subjects, a student will learn the basic concepts and knowledge of modern physics and acquire necessary
ability of communication. The elective subjects consist of a wide variety of topics from various subfields of physics, which help a student broaden his/her horizons of the field. Through the course students are trained to think logically and obtain fundamental
techniques of both theoretical and experimental for performing cutting-edge researches at the forefront of physical science.

PURPOSE: In the twentieth century, two great physical principles, Relativity and Quantum Mechanics, were discovered. The 21st century will be a time in which the fundamental physics are further developed and applied to industry, as well as new physical principles
are explored. The physics course aims to educate and train students to eventually become researchers or technicians with knowledge of modern physics and ability of creating new science and technology, and school teachers to instruct younger generation
responsible for the development of future science and technology.

REGISTRATION
METHOD:

Students must take 30 or more credits  under the guidance of academic supervisor.
Besides completing division's required subjects [19credits], students are required to complete another 8 credits (include 4 or more credits from a selected course of sub-discipline) from one's own division.

In addition to item 2 mentioned above, taking subjects from other division as elective subject are permitted.
Other subjects can replace required subjects of 2nd year provided permission is obtained from academic supervisor.
Students are allowed to take "Academic English for Natural Science(Science common subject)" twice and this is counted up to 4 credits as elective credits.
However, "Academic English for Natural Science" isn't counted towards special credits for this course.
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Requirement for Graduation

Credits from the subjects proper to the Minor Programs will not be recognized as credits required for graduation.
Credits from the Cross-School Flex BMD Course “Introduction to Intellectual Property” will be recognized as credits required for graduation.

Course/Subject
Classification

Required subjects

19 credits are
required.

Elective
required
subjects

Physics
Course

4 credits are
required.
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